
 

 

１５日（火） 子ども見守り強化の日 

１６日（水） 幼・保・小（５年）交流会 

       （３・４限） 

       クラブ 

       放課後フォローアップ 

１７日（木） こども科学館見学（４年） 

２１日（月） 敬老の日 

２２日（火） 国民の休日 

２３日（水） 秋分の日 

２４日（木） カウンセリング 

２９日（火） 国体観戦（４年） 

       IT出前授業（２年） 
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 夏休みが終わり、日焼けした子どもたちが戻ってきて、学校が一気に活気づきました。水に親しん

だり、山に登ったりして自然を満喫した子も大勢いたことと思います。事故がなく過ごせたことは、

本当にうれしいことです。地域や自然を教室にして多くのことを学んだ夏休みだったことでしょう。

２学期も各自の目標が実現できるように引き続き努力していってほしいと思います。 

夏休みも終わりほっとしているのは、保護者の方々でしょうか？しかし、ここで気を抜かず、親の

願いを全うしていってほしいものです。 

親は、わが子が健康で明るく素直に育ってほしい。勉強もよくできるようになってほしい。結局、

よい子に育ってほしいと願うものです。この願いをかなえるために、小さい時から昼夜を問わず子育

てに心血を注いでいるわけですが、親のつとめとは言え大変な事業です。小学生は学校という社会で、

他の児童や教師と生活しています。児童は、学校の決まりを守り、自分の考えを主張する一方で、友

達の意見にも耳を傾けるなど、他と協調する中で勉強したり遊んだりしています。しかし、社会生活

を楽しくするためには、社会のルールやマナーに合った生活態度を身につけなければなりません。こ

のことが、これから先の「生きる力」を身につけるために大切になります。 

ところで、話は変わりますが、8 月の終わりに、6年生の全国学力学習状況調査の結果が出ました。

宮前の子どもたちの質問紙の結果から見えてきたことがあります。それは、「自尊感情が低い（自分

に自信がない）、ほめてもらうことがめったにない。」ということ。学校でも、家でも、怒られて育

った子が多いのかな、と悲しい気持ちになりました。 

さらに、「携帯・スマホの所持率が高く、ゲーム、ライン、メール、インターネットなどに時間を

費やすことが多い。」ということ。このような時間の使い方をしていると、家庭学習をする時間が少

なくなったり、宿題等を済ませるのに時間がかかって寝る時刻が遅くなったりしてしまいます。 

このような生活から「早寝・早起き・朝ごはん」のリズムが出来ることはありません。正しい生活

習慣をどうやって確立するか。習慣づけを通して、新たな意欲へとつなげていくことが大事です。携

帯、スマホを与える前には、家庭で使い方についてのルールをきちんと決めてください。よろしくお

願いします。 

     

 

                             １０月の主な予定 

                            ８日（木） 同和参観・懇談会 

                           １７日（土） 親子体力測定 

                            

 

 

     
  校長   坂本 雅城 

ケータイ・スマホ 7つのルール（宮前っ子 子育てプラン） 

1、夜 9時から朝 7時まで電源 OFF     2、充電器はリビングに！ 

3、食事中、入浴中、勉強中は使わない 4、学校に持って行かない、行かせない 

5、直接言えないことを、メールや LINE で伝えない 6、自分の自慢話や人の悪

口を書き込まない 7、友達の写真や動画は送信しない 

みやまえナビ 

 

こここ 

 

 ２学期最初の授業参観です。お子様の

がんばる様子をぜひ見にいらしてくださ

い。子ども達は、お家の方に見守られ、

ほめてもらうことで、うんとやる気を出

し成長していきます。せっかくの機会で

すので、廊下からではなく教室に入って、

しっかりがんばる様子を見てあげてくだ

さい。 

 また、学級懇談会にも多数参加してい

ただけるようお願いいたします。今回、

懇談会の時間帯に体育館でビデオ上映を

行います。低学年で一人でお家に帰らせ

るのが心配な場合は、体育館でお子様を

お預かりしますので、ぜひ安心して懇談

会にご参加ください。 

 手足口病やヘルパンギーナにかか

ている子が何人かいます。学校感染症

ではないので必ず休まなければいけ

ないということではありませんが、飛

沫等で感染する病気です。お医者さん

の指示に従っていただくとともに、必

ず学校へお知らせください。 


